













































































　おもしろいことに，翌1900年 7 月 4 日にネパールのトルボからチベット中西部に潜入した河口慧
海（1866-1945）が，やはりこの経典に出会っています。すなわち，国境の峠を越えた次の日，河
口は，彼の言う「白巌窟」を訪れ，その翌日にはそこでゲロン・リンポチェ・ロプサンゴンポなる
行者に会って問答をしました。その時，ゲロン・リンポチェは，自らの衆生済度の方法を『大解脱
経』に依るものとし，それを慧海に読ませています（『チベット旅行記』（上），pp.135-136）。この
経典は，東洋文庫所蔵の「河口慧海将来チベット語蔵外文献」にも含まれています（315A~C）。
　この事例は，この時期，『大解脱経』という経典がチベットの東から西までのかなり広範囲に流
布していたことを想像させます。
　さて，このようにしてデジタル化された資料は現在，整理中ですが，いずれはウェブ上で公開し，
世界のどこからでも閲覧できるようにしたいと私は考えています。そうすることが能海の遺志に叶
うことであると考えるからです。
能海寛に学ぶ─私が考えていること
　「能海寛に学ぶ」とは能海寛の生き方，考え方から何ごとかを学ぶということを意味します。た
だし，この場合に注意しなければならないのは，能海寛は，数え年34歳の若さで夭折した人物であ
るということです。先にも触れた河口慧海は80歳まで生き，晩年まで取り組んだ『蔵和辞典』こそ
完成しなかったものの，さまざまなことを成し遂げてから世を去りました。能海はこういう人物と
は違うということです。
　『世界に於ける仏教徒』を読めば，能海が実にさまざまなアイディアの持ち主であったことが分
かります。しかし，そうしたアイディアのほとんどは能海が雲南の奥地から帰らなかったため実現
されませんでした。その彼を偉人のように見なすのは，どこか違うと思います。もしかしたら能海
自身，面映ゆい思いをしているかもしれません。少なくとも私にとって能海は，一介の求道的な青
年僧です。
　こう考えると，「能海寛に学ぶ」とは，能海の実績に学ぶというよりは，能海の中に胚胎してい
た可能性から何ごとかを学び取る，さらには彼が実現できなかった志を継ぐ，ということになろう
かと思います。
　このように考えた時，もしも能海がチベットから生きて帰ってきたら，つまり雲南の奥地で死な
ず，ラッサまでたどり着き，何年かの修学の後，多くの資料を携えて帰国したら（河口のケースを
考えれば，それは非常に困難だったはずですが），いったい彼は何をしただろうか，と考えてみる
のも存外無駄ではないと思われます。
　もしも能海が無事に帰ってきたら，仏教界，特に彼の出身教団である浄土真宗大谷派は諸手を挙
げて彼を迎えたでしょう。そして能海は，東京なり京都なりに，彼に相応しい活躍の場を与えられ
たに違いない。あるいはこの東洋大学で教鞭を執った可能性もある。というのも，彼の恩師井上円
了（1858-1919）が彼を高く評価していたと思われるからです。いずれにせよ，所を得た彼は，仏
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教研究の分野で次々と業績を挙げ，それを世界に向かって発信していったと考えられます。
　しかし，やがて能海は故郷の寺に帰ったと私は思います。日本の僧侶にとって，菩提寺の住職と
して檀家，信徒，門徒に尽くすことほど大切な仕事はありません。能海も若い時代には，寺院後継
者としての義務感と広い世界へ羽ばたきたいという気持ちとの間で葛藤を経験したと推察されま
す。しかし，チベット探検という大事業を果たした後の彼の思いは，他の何よりも長年彼の帰りを
待っていた故郷の人々にあったと思います。むろん金城町に戻っても，研究と発信を止める訳では
ありません。むしろいよいよこれに力を注いだに違いない。だがそれだけでなく，彼は故郷にあっ
て別の事業をも推進したでしょう。それは，彼にとっては波佐倶楽部による学習活動，高島での僻
地離島教育などを通じてすでに「実験済み」のもの。すなわち，社会教育を通じた地域の振興開発
事業です。
　仮定の話はこのぐらいにしなければなりませんが，私が注目するのは，能海が持っていた地域開
発者としての可能性，すなわち，地方に根を下ろし，社会教育による人材の育成や産業の振興など
を通じてその地方を豊かにしてゆく人間像です。これは，これからの地方寺院のあり方を考える上
でも示唆的だと思います。
　現在日本の地域社会は高齢化と人口減少・地場産業の衰退によって危機に直面していると言って
よい。今必要なのはその地域社会をさまざまな工夫と努力によって支えてゆく人材です。能海はそ
のロールモデルとなり得ると私は考えます。今日本の山河はたくさんの能海寛を必要としている。
以上が，私が考える「能海寛に学ぶ」ことです。時間が参りましたので，私の話はこれまでと致し
ます。
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